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大大
窪窪
詩詩
仏仏
『『
二二
島島
遊遊
草草
』』――

解解
題題
、、
翻翻
刻刻
とと
注注
釈釈
（（
下下
））――

 
  

王 
 

自 

強 
 

 

  
 
 
 

 

■■
翻翻
刻刻
とと
注注
釈釈 

  

『
文
献
探
究
』
前
号
（
第
六
十
一
号
）
に
引
き
続
き
、
大
窪
詩
仏
の
紀
行
詩
集

『
二
島
遊
草
』
（
後
半
部
分
）
を
翻
刻
・
注
釈
す
る
。
解
題
や
底
本
書
誌
お
よ
び

翻
刻
の
方
針
な
ど
に
つ
い
て
は
、
前
号
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

 

●
第
十
首 

（
９
ウ
２
行
目
～
３
行
目
）        
(

１
０
オ
１
行
目
～
３
行
目)

 

 
 

 

扇
亭
徳
望 
 
 
 
 

扇
亭
の
徳
望 

万
頃
波
瀾
日
上
時 

 

万
頃
の
波
瀾 

日
の
上
る
時 

林
巒
嗔
怒
起
風
師 

 

林
巒
嗔
怒 

風
師
起
こ
る 

休
嗔
少難

句
酬
清
景 

 

嗔
る
休
か
れ 

清
景
に
酬
ゆ
る
句
少
な
き
こ
と
を 

松
島
古
来
無
一
詩 

 

松
島 

古
来
一
詩
無
し 

 

◆
七
言
絶
句
。
韻
字
は
時
・
師
・
詩
（
上
平
声
四
支
）
。 

【
語
釈
】 

○
扇扇
亭亭
徳徳
望望 

詩
題
。
扇
亭
の
風
景
に
憧
れ
る
こ
と
。
『
詩
聖
堂
詩
集
三
編
』
（
十

巻
三
冊
、
天
保
九
年
刊
）
巻
五
所
収
。
詩
題
は
「
宿
扇
亭
」
。
○
万万
頃頃 

地
面
ま

た
は
水
面
が
広
々
と
し
て
い
る
こ
と
。
頃
は
中
国
の
地
積
の
単
位
。
○
林林
巒巒 

林

と
山
。
○
風風
師師 

風
の
神
。
風
伯
。
雨
を
つ
か
さ
ど
る
雨
師
と
と
も
に
中
国
の
歴

代
王
朝
で
国
家
祭
祀
の
対
象
と
さ
れ
た
。
○
少少
句句 

作
詩
の
際
に
、
言
葉
を
何
度

も
推
敲
し
た
が
、
良
い
句
が
出
て
こ
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
「
難
」
は

候
補
案
。
『
詩
聖
堂
詩
集
三
編
』
で
は
、
「
少
句
」
を
「
無
句
」
に
改
め
て
い
る
。

○
清清
景景 

清
ら
か
な
澄
ん
だ
景
色
。
『
詩
聖
堂
詩
集
三
編
』
で
は
、
「
清
景
」
を

「
奇
景
」
に
改
め
て
い
る
。 

【
大
意
】 

果
て
し
な
く
広
が
る
海
面
に
、
太
陽
は
ゆ
っ
く
り
と
昇
っ
て
い
く
。
森
と
山
々

は
怒
り
狂
っ
た
か
の
よ
う
に
、
風
が
吹
き
荒
れ
る
。
こ
の
清
ら
か
な
光
景
を
前
に

し
て
、
美
し
い
詩
句
を
詠
む
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
も
、
怒
ら
な
い
で
お
く
れ
。

古
今
、
松
島
の
美
を
詠
ん
だ
詩
は
、
一
つ
と
し
て
も
存
在
し
な
い
の
だ
か
ら
。 

【
補
説
】 

－15－



二
十
余
程
一
瞬
帰 

 

二
十
余
り
の
程 

一
瞬
に
し
て
帰
る 

浪
舵
船
頭
寒
通
骨 

 

浪
舵
の
船
頭 

寒
さ
は
骨
に
通い

た

り 

暫
借
巌
居
烘
寒
衣 

 

暫
く
巌
居
を
借
り
て
寒
衣
を
烘た

か
ん 

 

◆
七
言
絶
句
。
韻
字
は
飛
・
帰
・
衣
（
上
平
声
五
微
）
。 

【
語
釈
】 

〇
帰帰
舟舟 

港
に
帰
る
舟
。
『
詩
聖
堂
詩
集
三
編
』（
十
巻
三
冊
、
天
保
九
年
刊
）
未

収
録
。
〇
蒲蒲
帆帆 

蒲
筵
を
帆
に
し
た
も
の
。
〇
一一
瞬瞬 

一
度
ま
た
た
き
す
る
ぐ
ら

い
の
、
き
わ
め
て
わ
ず
か
の
間
。
○
浪浪
舵舵 

舟
の
舵
。
船
の
進
行
方
向
を
操
作
す

る
た
め
船
に
設
け
る
装
置
。
○
巌巌
居居 

隠
者
が
山
間
に
住
む
こ
と
。
○
寒寒
衣衣 

寒

い
時
節
に
着
る
着
物
。
冬
着
。 

【
大
意
】 

蒲
帆
を
広
げ
た
舟
は
、
急
速
に
前
に
進
ん
で
い
る
。
約
二
十
里
の
旅
路
は
、
ま

る
で
一
瞬
の
間
に
到
達
し
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
船
首
に
立
っ
て
い
る
と
、
寒

風
は
骨
に
ま
で
染
み
渡
る
。
そ
し
て
、
し
ば
ら
く
山
間
に
住
む
隠
者
の
家
に
冬
着

を
乾
か
す
。 

 

●
第
十
二
首 

（
１
２
オ
３
行
目
） 

 
 
 

 
 
 

（
１
２
ウ
１
行
目
～
３
行
目
） 

 
 

（
１
３
オ
１
行
目
） 

 

 

煙
波
亭 

 
 

 
 

 

煙
波
亭 

双
松
年
老
挂
藤
蘿 

 

双
松
年
老
い
て 

藤
蘿
を
挂
く 

松
下
孤
亭
古
意
多 

 

松
下
の
孤
亭 

古
意
多
し 

何
処
如
今
人
煮
海 

 

何
れ
の
処
に
か
如
今 

人
海
を
煮
る 

風
光
無
復
旧
煙
波 

 

風
光
復
た 

旧
の
煙
波
無
し 

 

◆
七
言
絶
句
。
韻
字
は
蘿
・
多
・
波
（
下
平
声
五
歌
）
。 

【
語
釈
】 

〇
煙煙
波波
亭亭 

塩
竈
市
に
あ
る
塩
釜
神
社
の
禰
宜
の
藤
塚
知
明
の
別
邸
。
『
詩
聖
堂

詩
集
三
編
』（
十
巻
三
冊
、
天
保
九
年
刊
）
巻
五
所
収
。
詩
題
は
本
詩
と
同
じ
。
〇

藤藤
蘿蘿 

藤
の
蔓
。
○
孤孤
亭亭 

煙
波
亭
の
こ
と
。
〇
古古
意意 

昔
を
思
う
心
。
い
に
し
え

を
偲
ぶ
情
。
〇
煮煮
海海 

海
水
を
煮
て
塩
を
作
る
。
『
史
記
』
「
吴
王
濞
列
伝
」
に
、

「
即
山
鋳
銭
、
煮
海
水

、
、
、
為
塩
、
誘
天
下
亡
人
、
謀
作
乱
」
（
山
に
即
き
て
銭
を
鋳
、

海
水
を
煮
て
塩
と
為
し
、
天
下
の
亡
人
を
誘

い
ざ
な

ひ
て
、
乱
を
作
す
を
謀
る
）
と
あ
る
。

こ
れ
に
由
来
す
る
「
鋳
山
煮
海
」
と
い
う
四
字
熟
語
も
あ
る
。
〇
風風
光光 

美
し
い

自
然
の
な
が
め
。
風
景
。
〇
煙煙
波波 

も
や
の
た
ち
こ
め
た
水
面
。
ま
た
、
遠
く
広

い
水
面
が
煙
っ
た
よ
う
に
波
立
っ
て
い
る
様
子
。 

【
大
意
】 

二
本
の
松
は
す
っ
か
り
古
び
て
、
藤
の
蔓
が
か
か
っ
て
い
る
。
松
陰
に
佇
む
煙

波
亭
に
い
る
と
、
古
を
偲
ぶ
情
が
続
々
と
湧
き
上
が
る
。
海
水
を
煮
て
塩
を
作
る

人
は
今
、
ど
こ
に
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
目
の
前
の
風
景
も
、
昔
の
よ
う
な
煙
波
亭

は
全
く
残
っ
て
い
な
い
。 

【
補
説
】 

 

煙
波
亭
に
つ
い
て
、
幕
末
の
仙
台
藩
士
岡
鹿
門
は
『
塩
松
勝
概
』
（
明
治
二
十

詩
仏
は
「
松
島 

古
来
一
詩
無
し
」
と
書
い
た
が
、
彼
の
時
代
ま
で
に
、
松
島

を
詠
じ
た
漢
詩
が
一
首
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
詩
仏
以
前
の
個
人
詩
集

に
も
個
別
的
に
松
島
を
詠
む
漢
詩
は
散
見
さ
れ
、
松
島
に
関
す
る
詩
文
集
も
い
く

つ
か
存
在
す
る
。
江
戸
中
期
の
儒
学
者
田
中
桐
江
は
『
東
海
漫
遊
稿
』
（
享
保
六

年
〈
一
七
二
一
〉
序
、
刊
本
）
の
「
遊
松
島
記
」
に
、 

余
、
両
日
之
遊
、
処
処
有
詩
吟
賞
。
将
欲
作
文
以
記
名
勝
。
以
草
草
歴
覧
、

脱
落
亦
多
、
姑
竢
再
遊
之
日
已
。 

（
余
、
両
日
の
遊
び
、
処
処
詩
有
り
て
吟
賞
す
。
将
に
文
を
作
り
て
以
て
名

勝
を
記
せ
ん
と
欲
す
。
草
草
と
し
て
歴
覧
し
、
脱
落
も
亦
た
多
き
を
以
て
、
姑

し
ば
ら

く
再
遊
の
日
を
竢ま

つ
の
み
。
） 

と
書
い
て
い
る
。
傍
線
部
の
よ
う
に
、
桐
江
は
松
島
を
遊
歴
す
る
際
に
、
多
く
の

詩
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
折
衷
学
派
の
儒
者
で
あ
る
細
井
平
洲
の
『
遊
松
島
記
』
（
天
明
三
年
〈
一

七
八
三
〉
刊
）
は
、
松
島
遊
歴
を
記
し
た
漢
文
集
で
あ
る
。
そ
し
て
、
松
島
を
詠

ん
だ
漢
詩
の
連
作
は
「
松
島
紀
行
二
十
三
首
」
と
題
さ
れ
、
『
嚶
鳴
館
遺
稿
』
（
文

化
四
年
〈
一
八
〇
七
〉
刊
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
長
久
保
赤
水
の

『
東
奥
紀
行
』
（
寛
政
四
年
〈
一
七
九
二
〉
刊
）
は
、
松
島
に
関
す
る
漢
文
や
漢

詩
、
図
お
よ
び
前
代
の
和
歌
を
収
録
し
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
松
島
を
詠
む
漢
詩
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
詩
仏
は
「
松
島
古
来
無
一
詩
」
と
い
う
詩
句
を
詠
作
し
た
。
本
詩
に
対
し
て
、

仙
台
藩
儒
宮
本
篁
村
は
『
二
島
遊
草
』
の
跋
文
に
、
「
松
島
無
詩
久
之
。
〈
中
略
〉

詩
仏
先
生
之
此
役
也
、
一
言
以
断
之
曰
、
「
松
島
古
来
無
一
詩
」
。
可
謂
的
無
」

（
松
島
、
詩
無
き
こ
と
之
を
久
し
う
す
。
〈
中
略
〉
詩
仏
先
生
の
此
の
役
や
、
一

言
に
し
て
以
て
之
を
断
じ
て
曰
く
、
「
松
島 

古
来
一
詩
無
し
」
と
。
的た

し

か
に
無

し
と
謂
ふ
べ
し
）
と
評
し
て
い
る
。 

●
挿
絵
① 

(

１
０
ウ)

と
（
１
１
オ
） 

  
 

●
第
十
一
首 

（
１
１
ウ
１
行
目
～
３
行
目
） 

 
 
 

（
１
２
オ
１
行
目
～
２
行
目
） 

 
 

 

帰
舟 

 
 

 
 

 
 

帰
舟 

蒲
帆
之
扇
急
於
飛 

 

蒲
帆
の
扇 

飛
ぶ
よ
り
も
急
な
り 

※
題
字 

松
島
扇
渓 

梅
関
岳 

（
印
） 

 

東
斎
（
印
）

－16－



二
十
余
程
一
瞬
帰 

 

二
十
余
り
の
程 

一
瞬
に
し
て
帰
る 

浪
舵
船
頭
寒
通
骨 

 

浪
舵
の
船
頭 

寒
さ
は
骨
に
通い

た

り 

暫
借
巌
居
烘
寒
衣 

 

暫
く
巌
居
を
借
り
て
寒
衣
を
烘た

か
ん 

 

◆
七
言
絶
句
。
韻
字
は
飛
・
帰
・
衣
（
上
平
声
五
微
）
。 

【
語
釈
】 

〇
帰帰
舟舟 

港
に
帰
る
舟
。
『
詩
聖
堂
詩
集
三
編
』（
十
巻
三
冊
、
天
保
九
年
刊
）
未

収
録
。
〇
蒲蒲
帆帆 

蒲
筵
を
帆
に
し
た
も
の
。
〇
一一
瞬瞬 

一
度
ま
た
た
き
す
る
ぐ
ら

い
の
、
き
わ
め
て
わ
ず
か
の
間
。
○
浪浪
舵舵 

舟
の
舵
。
船
の
進
行
方
向
を
操
作
す

る
た
め
船
に
設
け
る
装
置
。
○
巌巌
居居 
隠
者
が
山
間
に
住
む
こ
と
。
○
寒寒
衣衣 

寒

い
時
節
に
着
る
着
物
。
冬
着
。 

【
大
意
】 

蒲
帆
を
広
げ
た
舟
は
、
急
速
に
前
に
進
ん
で
い
る
。
約
二
十
里
の
旅
路
は
、
ま

る
で
一
瞬
の
間
に
到
達
し
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
船
首
に
立
っ
て
い
る
と
、
寒

風
は
骨
に
ま
で
染
み
渡
る
。
そ
し
て
、
し
ば
ら
く
山
間
に
住
む
隠
者
の
家
に
冬
着

を
乾
か
す
。 

 

●
第
十
二
首 

（
１
２
オ
３
行
目
） 

 
 
 

 
 
 

（
１
２
ウ
１
行
目
～
３
行
目
） 

 
 

（
１
３
オ
１
行
目
） 

 

 

煙
波
亭 
 

 
 

 
 

煙
波
亭 

双
松
年
老
挂
藤
蘿 

 

双
松
年
老
い
て 

藤
蘿
を
挂
く 

松
下
孤
亭
古
意
多 

 

松
下
の
孤
亭 

古
意
多
し 

何
処
如
今
人
煮
海 

 

何
れ
の
処
に
か
如
今 

人
海
を
煮
る 

風
光
無
復
旧
煙
波 

 

風
光
復
た 

旧
の
煙
波
無
し 

 

◆
七
言
絶
句
。
韻
字
は
蘿
・
多
・
波
（
下
平
声
五
歌
）
。 

【
語
釈
】 

〇
煙煙
波波
亭亭 

塩
竈
市
に
あ
る
塩
釜
神
社
の
禰
宜
の
藤
塚
知
明
の
別
邸
。
『
詩
聖
堂

詩
集
三
編
』（
十
巻
三
冊
、
天
保
九
年
刊
）
巻
五
所
収
。
詩
題
は
本
詩
と
同
じ
。
〇

藤藤
蘿蘿 

藤
の
蔓
。
○
孤孤
亭亭 

煙
波
亭
の
こ
と
。
〇
古古
意意 

昔
を
思
う
心
。
い
に
し
え

を
偲
ぶ
情
。
〇
煮煮
海海 

海
水
を
煮
て
塩
を
作
る
。
『
史
記
』
「
吴
王
濞
列
伝
」
に
、

「
即
山
鋳
銭
、
煮
海
水

、
、
、
為
塩
、
誘
天
下
亡
人
、
謀
作
乱
」
（
山
に
即
き
て
銭
を
鋳
、

海
水
を
煮
て
塩
と
為
し
、
天
下
の
亡
人
を
誘

い
ざ
な

ひ
て
、
乱
を
作
す
を
謀
る
）
と
あ
る
。

こ
れ
に
由
来
す
る
「
鋳
山
煮
海
」
と
い
う
四
字
熟
語
も
あ
る
。
〇
風風
光光 

美
し
い

自
然
の
な
が
め
。
風
景
。
〇
煙煙
波波 

も
や
の
た
ち
こ
め
た
水
面
。
ま
た
、
遠
く
広

い
水
面
が
煙
っ
た
よ
う
に
波
立
っ
て
い
る
様
子
。 

【
大
意
】 

二
本
の
松
は
す
っ
か
り
古
び
て
、
藤
の
蔓
が
か
か
っ
て
い
る
。
松
陰
に
佇
む
煙

波
亭
に
い
る
と
、
古
を
偲
ぶ
情
が
続
々
と
湧
き
上
が
る
。
海
水
を
煮
て
塩
を
作
る

人
は
今
、
ど
こ
に
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
目
の
前
の
風
景
も
、
昔
の
よ
う
な
煙
波
亭

は
全
く
残
っ
て
い
な
い
。 

【
補
説
】 

 

煙
波
亭
に
つ
い
て
、
幕
末
の
仙
台
藩
士
岡
鹿
門
は
『
塩
松
勝
概
』
（
明
治
二
十
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（
１
４
オ
１
行
目
～
３
行
目
） 

 
 
 

 

（
１
４
ウ
１
行
目
～
２
行
目
） 

 
 

雄
鹿
島
遊
草 

八
郎
湖
中
作
（
其
一
） 

八
郎
湖
の
中
に
作
る
（
其
の
一
） 

一
帆
直
欲
訪
蓬
瀛 

 

一
帆 

直
ち
に
蓬
瀛
を
訪
は
ん
と
欲
す 

天
水
澄
鮮
鏡
面
平 

 

天
水
澄
み
鮮
か
に
し
て 

鏡
面
平
ら
な
り 

碧
海
舎
人
相
接
伴 

 

碧
海
の
舎
人 

相
接
伴
す 

風
標
公
子
亦
逢
迎 

 

風
標
の
公
子
も
亦
た
逢
迎
す 

 

◆
七
言
絶
句
。
韻
字
は
瀛
・
平
・
迎
（
下
平
声
八
庚
）
。 

【
語
釈
】 

〇
雄雄
鹿鹿
島島 

男
鹿
半
島
。
秋
田
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
で
日
本
海
に
突
き
出
し
た
半
島
。

か
つ
て
は
海
峡
を
隔
て
て
本
土
と
相
対
し
て
い
た
が
、
南
北
に
砂
州
を
形
成
し
、

八
郎
潟
を
抱
く
陸
繋
島
と
な
っ
た
。
〇
八八
郎郎
湖湖 

秋
田
県
北
西
部
、
男
鹿
半
島
の

基
部
に
あ
る
海
跡
湖
。
八
郎
潟
と
も
い
う
。
八
郎
潟
の
呼
称
が
見
え
る
の
は
江
戸

後
期
か
ら
で
、
地
理
学
者
古
川
古
松
軒
の
『
東
遊
雑
記
』
（
寛
政
元
年
成
）
に
「
八

郎
沼
」
と
あ
り
、
ま
た
、
国
学
者
津
村
淙
庵
の
『
雪
の
古
道
』
（
寛
政
二
年
成
）

に
「
水
う
み
は
八
郎
か
た
と
い
ふ
。
昔
か
た
の
八
郎
と
い
ふ
人
、
生
な
が
ら
神
に

な
り
て
、
此
み
づ
う
み
を
ひ
ら
き
て
住
は
じ
め
し
よ
り
、
か
く
名
づ
け
た
る
と
ぞ
」

と
あ
る
。
詩
題
「
八
郎
湖
中
作
」
の
影
印
は
、
六
首
の
連
作
の
末
尾
（
１
９
ウ
２

行
目
）
に
あ
る
。
『
詩
聖
堂
詩
集
三
編
』（
十
巻
三
冊
、
天
保
九
年
刊
）
巻
四
所
収
。

詩
題
は
「
泛
八
竜
湖
（
其
一
）
」
。
〇
蓬蓬
瀛瀛 

中
国
で
神
山
と
さ
れ
た
蓬
莱
と
瀛
州
。

〇
澄澄
鮮鮮 

清
く
鮮
や
か
な
さ
ま
。
〇
碧碧
海海 

青
い
海
。
滄
海
。
〇
舎舎
人人 

王
侯
ら
の

食
客
・
門
下
。
ま
た
、
家
来
。
〇
風風
標標 

風
雅
な
趣
が
外
側
に
現
わ
れ
る
こ
と
。

ま
た
、
外
側
に
現
わ
れ
た
姿
。
風
姿
。
風
韻
。
〇
逢逢
迎迎 

出
迎
え
て
人
に
会
う
こ

と
。
迎
え
て
接
待
す
る
こ
と
。 

【
大
意
】 

船
を
操
り
、
帆
を
掲
げ
、
蓬
莱
の
仙
境
を
目
指
し
て
直
進
す
る
。
天
と
水
が
交

わ
る
と
こ
ろ
で
は
、
海
水
は
澄
み
切
り
、
水
面
は
鏡
の
よ
う
に
静
か
で
あ
る
。
碧

海
に
住
む
舎
人
た
ち
が
私
を
接
待
し
て
く
れ
、
風
采
の
良
い
公
子
も
出
迎
え
に
や

っ
て
き
て
く
れ
た
。 

【
補
説
】 

 

「
雄
鹿
島
游
草
」
は
「
八
郎
湖
中
作
」
の
六
首
の
連
作
を
収
め
て
い
る
。
天
保

二
年
五
月
、
詩
仏
は
「
出
家
」
（
家
を
出
づ
）
の
詩
を
詠
み
、
江
戸
の
邸
宅
か
ら

秋
田
に
向
か
っ
て
出
発
し
た
。
旅
の
途
中
で
詠
ま
れ
た
「
小
山
道
中
、
望
筑
波
山
」

（
小
山
の
道
中
、
筑
波
山
を
望
む
）
や
「
途
中
、
読
征
韓
偉
略
」
（
途
中
、
征
韓

偉
略
を
読
む
）
、
「
六
月
朔
、
新
庄
道
中
、
望
鳥
海
山
」
（
六
月
の
朔
、
新
庄
の

道
中
、
鳥
海
山
を
望
む
）
な
ど
の
詩
が
『
詩
聖
堂
詩
集
三
編
』
巻
四
に
収
録
さ
れ

て
い
る
。
こ
こ
の
「
鳥
海
山
」
は
、
山
形
・
秋
田
の
県
境
に
位
置
す
る
火
山
。
つ

ま
り
、
六
月
一
日
に
、
大
窪
詩
仏
は
山
形
・
秋
田
両
県
境
の
あ
た
り
に
到
着
し
た

の
で
あ
る
（
注
２
）

。 

 

詩
仏
の
秋
田
訪
問
に
関
し
て
、
『
秋
田
人
名
大
事
典
』
（
秋
田
魁
新
報
社
編
）

に
よ
れ
ば
、
「
詩
仏
の
秋
田
本
藩
訪
問
は
二
回
と
い
わ
れ
る
。
初
め
は
寛
政
五
年

（
一
七
九
三
）
六
月
一
七
日
秋
田
市
に
入
り
、
七
月
二
九
日
江
戸
に
帰
着
。
こ
れ

は
北
山
の
随
員
と
し
て
で
あ
る
。
二
回
目
が
仕
官
し
て
か
ら
で
、
天
保
二
年
（
一

八
三
一
）
六
月
五
日
か
ら
九
月
一
七
日
ま
で
」
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
（
注
３
）

。 

 

五
年
刊
）
巻
一
に
、 

 
 

在
街
背
山
腹
。
藤
塚
知
明
所
搆
、
磴
道
屈
曲
、
下
瞰
海
山
。
一
街
縦
横
、
島

嶼
錯
落
、
与
勝
画
洗
眸
二
閣
、
稍
異
其
趣
。
茅
屋
竹
籬
、
不
借
文
飾
。
専
以

雅
淡
勝
。
煙
波
二
字
、
取
順
徳
帝
御
製
和
歌
。
知
明
幽
死
、
亭
遂
廃
。
友
人

鳴
海
梅
外
来
游
、
不
勝
隣
笛
之
感
。
与
知
明
孫
守
觜
再
修
、
建
碑
刻
俳
歌
。 

 
 

（
街
背
山
の
腹
に
在
り
。
藤
塚
知
明
の
搆か

ま

ふ
る
所
、
磴
道
屈
曲
、
海
山
を
下

瞰
す
。
一
街
縦
横
、
島
嶼
錯
落
、
勝
画
・
洗
眸
二
閣
と
、
稍
や
其
の
趣
を
異

に
す
。
茅
屋
竹
籬
、
文
飾
を
借
り
ず
。
専
ら
雅
淡
を
以
て
勝
る
。
煙
波
の
二

字
、
順
徳
帝
の
御
製
和
歌
を
取
る
。
知
明
幽
死
し
て
、
亭
遂
に
廃
す
。
友
人

鳴
海
梅
外
来
た
り
て
游
び
、
隣
笛
の
感
に
勝た

へ
ず
。
知
明
の
孫
守
觜
と
再
び

修
め
、
碑
を
建
て
て
俳
歌
を
刻
す
。
） 

と
書
い
て
い
る
。
こ
こ
に
言
及
さ
れ
る
藤
塚
知
明
は
、
字
を
子
章
、
号
を
塩
亭
、

通
称
を
式
部
と
い
う
。
元
文
二
年
生
、
寛
政
十
一
年
七
月
三
日
没
、
享
年
六
三
歳
。

彼
は
陸
奥
宮
城
郡
塩
竈
神
社
の
祠
官
と
し
て
、
復
古
神
道
を
唱
え
、
神
道
専
門
図

書
館
の
名
山
蔵
文
庫
を
つ
く
り
、
江
戸
中
期
の
思
想
家
林
子
平
ら
と
親
交
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
煙
波
亭
の
名
称
の
由
来
に
関
す
る
順
徳
帝
の
和
歌
に
つ
い
て
、
藤
塚

知
明
の
息
子
で
あ
る
藤
塚
知
周
は
、
「
煙
波
亭
記
」
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。 

 
 

建
保
三
年
名
所
百
首
歌
合
夫
木
集 

 
 
 
 

 

塩
か
ま
の
浦 
 

 
 
 
 

 
 

順
徳
帝
御
製 

 
 
 

雲
の
浪
煙
の
波
は
そ
れ
な
か
ら

、
、
、
、
、
朧
月
夜
の
し
ほ
か
ま
の
う
ら 

 

こ
の
資
料
の
翻
刻
は
、
『
仙
台
叢
書
』
第
十
三
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
（
注
１
）

。

「
順
徳
帝
」
は
鎌
倉
時
代
前
期
の
順
徳
天
皇
。
こ
の
和
歌
は
、
『
建
保
名
所
三
百

首
』
（
建
保
三
年
成
）
や
『
夫
木
和
歌
抄
』
（
鎌
倉
後
期
成
）
に
収
録
さ
れ
て
い

る
。
『
建
保
名
所
三
百
首
』
と
『
夫
木
和
歌
抄
』
で
は
、
「
そ
れ
な
か
ら
」
は
、

「
は
れ
な
か
ら
」
と
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
箇
所
は
翻
刻
本
の
誤
植
か
。 

 

●
漢
文 

（
１
３
オ
２
行
目
～
３
行
目
） 

 
 
 

 

（
１
３
ウ
１
行
目
） 

 
 

 

天
保
辛
卯
十
月
晦
、
詩
仏
老
人
大
窪
行
書
於
仙
台
客
舎
。 

（
天
保
辛
卯
十
月
晦
、
詩
仏
老
人
大
窪
行
仙
台
の
客
舎
に
於
い
て
書
す
。
） 

【
語
釈
】 

〇
天天
保保
辛辛
卯卯
十十
月月
晦晦 

天
保
二
年
十
月
三
十
日
。
〇
詩詩
仏仏
老老
人人
大大
窪窪
行行 

大
窪
詩
仏
。

名
を
行
、
号
を
詩
仏
と
い
う
。 

 

●
挿
絵
② 

（
１
３
ウ
２
行
目
～
３
行
目
） 

 

 

●
第
十
三
首 

※
題
字 

 

松
島
坐
禅
窟 

梅
関 

梅
関
（
印
） 
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（
１
４
オ
１
行
目
～
３
行
目
） 

 
 
 

 

（
１
４
ウ
１
行
目
～
２
行
目
） 

 
 

雄
鹿
島
遊
草 

八
郎
湖
中
作
（
其
一
） 
八
郎
湖
の
中
に
作
る
（
其
の
一
） 

一
帆
直
欲
訪
蓬
瀛 

 

一
帆 

直
ち
に
蓬
瀛
を
訪
は
ん
と
欲
す 

天
水
澄
鮮
鏡
面
平 

 

天
水
澄
み
鮮
か
に
し
て 

鏡
面
平
ら
な
り 

碧
海
舎
人
相
接
伴 

 

碧
海
の
舎
人 

相
接
伴
す 

風
標
公
子
亦
逢
迎 

 

風
標
の
公
子
も
亦
た
逢
迎
す 

 

◆
七
言
絶
句
。
韻
字
は
瀛
・
平
・
迎
（
下
平
声
八
庚
）
。 

【
語
釈
】 

〇
雄雄
鹿鹿
島島 

男
鹿
半
島
。
秋
田
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
で
日
本
海
に
突
き
出
し
た
半
島
。

か
つ
て
は
海
峡
を
隔
て
て
本
土
と
相
対
し
て
い
た
が
、
南
北
に
砂
州
を
形
成
し
、

八
郎
潟
を
抱
く
陸
繋
島
と
な
っ
た
。
〇
八八
郎郎
湖湖 

秋
田
県
北
西
部
、
男
鹿
半
島
の

基
部
に
あ
る
海
跡
湖
。
八
郎
潟
と
も
い
う
。
八
郎
潟
の
呼
称
が
見
え
る
の
は
江
戸

後
期
か
ら
で
、
地
理
学
者
古
川
古
松
軒
の
『
東
遊
雑
記
』
（
寛
政
元
年
成
）
に
「
八

郎
沼
」
と
あ
り
、
ま
た
、
国
学
者
津
村
淙
庵
の
『
雪
の
古
道
』
（
寛
政
二
年
成
）

に
「
水
う
み
は
八
郎
か
た
と
い
ふ
。
昔
か
た
の
八
郎
と
い
ふ
人
、
生
な
が
ら
神
に

な
り
て
、
此
み
づ
う
み
を
ひ
ら
き
て
住
は
じ
め
し
よ
り
、
か
く
名
づ
け
た
る
と
ぞ
」

と
あ
る
。
詩
題
「
八
郎
湖
中
作
」
の
影
印
は
、
六
首
の
連
作
の
末
尾
（
１
９
ウ
２

行
目
）
に
あ
る
。
『
詩
聖
堂
詩
集
三
編
』（
十
巻
三
冊
、
天
保
九
年
刊
）
巻
四
所
収
。

詩
題
は
「
泛
八
竜
湖
（
其
一
）
」
。
〇
蓬蓬
瀛瀛 

中
国
で
神
山
と
さ
れ
た
蓬
莱
と
瀛
州
。

〇
澄澄
鮮鮮 

清
く
鮮
や
か
な
さ
ま
。
〇
碧碧
海海 

青
い
海
。
滄
海
。
〇
舎舎
人人 

王
侯
ら
の

食
客
・
門
下
。
ま
た
、
家
来
。
〇
風風
標標 

風
雅
な
趣
が
外
側
に
現
わ
れ
る
こ
と
。

ま
た
、
外
側
に
現
わ
れ
た
姿
。
風
姿
。
風
韻
。
〇
逢逢
迎迎 

出
迎
え
て
人
に
会
う
こ

と
。
迎
え
て
接
待
す
る
こ
と
。 

【
大
意
】 

船
を
操
り
、
帆
を
掲
げ
、
蓬
莱
の
仙
境
を
目
指
し
て
直
進
す
る
。
天
と
水
が
交

わ
る
と
こ
ろ
で
は
、
海
水
は
澄
み
切
り
、
水
面
は
鏡
の
よ
う
に
静
か
で
あ
る
。
碧

海
に
住
む
舎
人
た
ち
が
私
を
接
待
し
て
く
れ
、
風
采
の
良
い
公
子
も
出
迎
え
に
や

っ
て
き
て
く
れ
た
。 

【
補
説
】 

 

「
雄
鹿
島
游
草
」
は
「
八
郎
湖
中
作
」
の
六
首
の
連
作
を
収
め
て
い
る
。
天
保

二
年
五
月
、
詩
仏
は
「
出
家
」
（
家
を
出
づ
）
の
詩
を
詠
み
、
江
戸
の
邸
宅
か
ら

秋
田
に
向
か
っ
て
出
発
し
た
。
旅
の
途
中
で
詠
ま
れ
た
「
小
山
道
中
、
望
筑
波
山
」

（
小
山
の
道
中
、
筑
波
山
を
望
む
）
や
「
途
中
、
読
征
韓
偉
略
」
（
途
中
、
征
韓

偉
略
を
読
む
）
、
「
六
月
朔
、
新
庄
道
中
、
望
鳥
海
山
」
（
六
月
の
朔
、
新
庄
の

道
中
、
鳥
海
山
を
望
む
）
な
ど
の
詩
が
『
詩
聖
堂
詩
集
三
編
』
巻
四
に
収
録
さ
れ

て
い
る
。
こ
こ
の
「
鳥
海
山
」
は
、
山
形
・
秋
田
の
県
境
に
位
置
す
る
火
山
。
つ

ま
り
、
六
月
一
日
に
、
大
窪
詩
仏
は
山
形
・
秋
田
両
県
境
の
あ
た
り
に
到
着
し
た

の
で
あ
る
（
注
２
）

。 

 

詩
仏
の
秋
田
訪
問
に
関
し
て
、
『
秋
田
人
名
大
事
典
』
（
秋
田
魁
新
報
社
編
）

に
よ
れ
ば
、
「
詩
仏
の
秋
田
本
藩
訪
問
は
二
回
と
い
わ
れ
る
。
初
め
は
寛
政
五
年

（
一
七
九
三
）
六
月
一
七
日
秋
田
市
に
入
り
、
七
月
二
九
日
江
戸
に
帰
着
。
こ
れ

は
北
山
の
随
員
と
し
て
で
あ
る
。
二
回
目
が
仕
官
し
て
か
ら
で
、
天
保
二
年
（
一

八
三
一
）
六
月
五
日
か
ら
九
月
一
七
日
ま
で
」
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
（
注
３
）

。 
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軽
く
て
速
く
走
る
小
舟
。
李
白
の
「
早
発
白
帝
城
」
（
早つ

と

に
白
帝
城
を
発
す
）
に
、

「
両
岸
猿
声
啼
不
住
、
軽
舟
、
、
已
過
万
重
山
」
（
両
岸
の
猿
声
啼
き
て
住や

ま
ざ
る
に
、

軽
舟
、
、
已
に
過
ぐ 

万
重
の
山
）
と
あ
る
。
〇
好好
事事
中中
郎郎 

明
末
の
文
人
袁
中
郎
の

こ
と
。
彼
の
著
作
『
瓶
史
』
に
は
、
「
十
好
事
」
篇
が
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
好

事
」
は
、
中
国
歴
史
上
の
有
名
な
文
人
の
「
モ
ノ
」
を
好
む
行
為
を
指
す
。
〇
少少

西西
施施 

若
い
西
施
。
中
国
春
秋
時
代
末
期
の
越
の
国
の
美
女
。 

【
大
意
】 

目
の
前
の
景
色
を
書
に
し
た
り
、
ま
た
は
そ
の
様
子
を
絵
に
描
い
た
り
す
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
が
独
特
な
魅
力
を
持
っ
て
い
る
。
軽
快
な
小
舟
に
は
美
酒
が
積
ま
れ
、

人
々
と
と
も
に
進
ん
で
い
る
。
「
十
好
事
」
を
も
の
し
た
袁
中
郎
よ
、
し
ば
ら
く

の
間
何
も
言
わ
な
い
で
く
れ
、
窓
辺
に
は
す
で
に
若
い
西
施
が
い
る
で
は
な
い
か
。 

【
補
説
】 

本
詩
の
「
好
事
中
郎
」
に
つ
い
て
は
、
中
国
明
末
の
性
霊
派
詩
人
で
あ
る
袁
中

郎
の
『
瓶
史
』
「
十
好
事
」
の
冒
頭
部
分
を
見
て
み
よ
う
。 

 
 

嵆
康
之
鍛
也
、
武
子
之
馬
也
、
陸
羽
之
茶
也
、
米
顛
之
石
也
、
倪
雲
林
之
潔

也
、
皆
以
癖
而
寄
其
磊
塊
儁
逸
之
気
者
也
。
余
観
世
上
語
言
無
味
面
目
可
憎

之
人
、
皆
無
癖
之
人
耳
。 

（
嵆
康
の
鍛
、
武
子
の
馬
、
陸
羽
の
茶
、
米
顛
の
石
、
倪
雲
林
の
潔
、
皆
癖

を
以
て
其
の
磊
塊
・
儁
逸
の
気
を
寄
す
る
者
な
り
。
余
、
世
上
の
語
言
の
味

無
く
、
面
目
の
憎
む
べ
き
人
を
観
る
に
、
皆
癖
無
き
の
人
の
み
。
） 

魏
晋
時
代
の
嵆
康
は
、
当
時
の
政
治
に
不
満
を
持
ち
、
鍛
冶
に
陶
酔
し
て
放
縦

不
羈
の
隠
逸
生
活
を
送
っ
た
。
ま
た
、
王
済
（
六
朝
時
代
）
・
陸
羽
（
唐
代
）
・

米
芾
（
宋
代
）
・
倪
瓚
（
元
代
）
と
い
う
歴
史
上
の
名
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
馬
、
茶
、

石
、
清
潔
を
愛
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
人
物
は
、
い
ず
れ
も
様
々
な
癖
を
持
つ
各

時
代
の
畸
人
で
あ
り
、
世
間
の
規
範
に
従
わ
な
い
人
物
で
あ
っ
た
。 

こ
こ
で
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
言
葉
に
妙
味
が
な
い
人
と
面

相
が
憎
ら
し
い
人
は
、
「
癖
」
が
な
い
と
い
う
袁
中
郎
の
主
張
で
あ
る
。
こ
の
「
語

言
の
味
」
と
は
、
言
葉
の
面
白
さ
や
新
鮮
さ
な
ど
の
意
味
で
あ
り
、
性
霊
を
あ
ら

わ
に
し
た
言
葉
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
見
て
ゆ
く
と
、
袁
中
郎
は
個

性
を
尊
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

ま
た
、
市
河
寛
斎
は
『
寛
斎
百
絶
』
（
寛
政
九
年
〈
一
七
九
七
〉
刊
）
自
序
に
、 

 

予
於
七
言
小
詩
、
初
刻
意
李
済
南
、
傍
及
李
北
地
王
呉
郡
。
久
之
自
覚
千
篇

一
格
、
陳
々
無
味

、
、
、
、
、
時
欲
破
格
為
明
末
。 

（
予
、
七
言
の
小
詩
に
、
初
め
て
意
を
李
済
南
に
刻
み
、
傍
ら
李
北
地
・
王

呉
郡
に
及
ぶ
。
久
し
く
之
れ
、
自
ら
千
篇
一
格
、
陳
々
無
味

、
、
、
、
を
覚
え
、
時
に

格
を
破
り
て
明
末
為た

ら
ん
と
欲
す
。
） 

と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
言
及
さ
れ
る
李
済
南
は
李
攀
龍
、
李
北
地
は
李
夢
陽
、

王
呉
郡
は
王
世
貞
で
、
い
ず
れ
も
明
の
古
文
辞
派
の
詩
人
で
あ
る
。
ま
た
、
寛
斎

の
言
う
「
明
末
」
は
、
明
末
の
文
人
袁
中
郎
の
性
霊
詩
風
を
指
す
。
寛
斎
の
自
序

に
書
か
れ
た
「
陳
々
無
味
」
と
袁
中
郎
の
『
瓶
史
』
に
使
わ
れ
た
「
語
言
無
味
」

と
い
う
表
現
は
、
と
も
に
摸
擬
詩
風
の
根
本
的
な
問
題
を
示
し
て
い
た
（
注
４
）

。 

 

詩
仏
は
師
で
あ
る
市
河
寛
斎
の
影
響
を
受
け
て
、
袁
中
郎
の
性
霊
説
を
唱
え
て

い
る
。
ま
た
、
寛
斎
の
性
霊
詩
風
に
つ
い
て
、
詩
仏
は
『
詩
聖
堂
詩
話
』
（
寛
政

十
一
年
刊
）
に
、
「
寛
斎
先
生
作
北
里
歌
三
十
首
、
以
見
性
霊
之
詩
、
莫
不
可
言

者
」
（
寛
斎
先
生
、
北
里
歌
三
十
首
を
作
り
、
以
て
性
霊
、
、
の、
詩、
言
ふ
べ
か
ら
ざ
る

者
莫
き
を
見あ

ら

は
す
）
と
述
べ
て
い
る
。 

 

●
第
十
六
首 

（
１
６
オ
３
行
目
） 

 
 

 
 
 

 

（
１
６
ウ
１
行
目
～
３
行
目
） 

●
第
十
四
首 

 
 

（
１
４
ウ
３
行
目
） 

 
 
 
 
 

 

（
１
５
オ
１
行
目
～
３
行
目
） 

 
 

（
１
５
ウ
１
行
目
） 

 

 

（
其
二
） 

 
 
 
 

（
其
の
二
） 

盟
鴎
約
鷺
不
相
疑 

 

盟
鴎
約
鷺 

相
ひ
疑
は
ず 

一
葉
仙
舟
任
所
之 

 

一
葉
の
仙
舟 

之
く
所
に
任
す 

糸
竹
管
弦
寧
足
羨 

 

糸
竹
管
弦 

寧な
ん

ぞ
羨
む
に
足
ら
ん
や 

江
山
風
月
得
閑
時 

 

江
山
風
月 

閑
時
を
得
た
り 

 

◆
七
言
絶
句
。
韻
字
は
疑
・
之
・
時
（
上
平
声
四
支
）
。 

【
語
釈
】 

〇
其其
二二 

『
詩
聖
堂
詩
集
三
編
』（
十
巻
三
冊
、
天
保
九
年
刊
）
巻
四
所
収
。
詩
題

は
「
泛
八
竜
湖
（
其
二
）
」
。
〇
盟盟
鴎鴎 

鴎
盟
と
も
い
う
。
カ
モ
メ
と
友
と
な
る
盟

を
す
る
。
鴎
盟
と
鷺
約
は
類
義
語
の
関
係
に
あ
る
。
俗
世
間
を
離
れ
た
風
流
な
交

わ
り
。
隠
居
し
て
風
月
を
楽
し
む
こ
と
。
宋
代
の
詞
人
高
観
国
「
青
玉
案
」
に
、

「
一
堤
風
月
、
六
橋
煙
水
、
鷺
約
鴎
盟

、
、
、
、
在
」
（
一
堤
の
風
月
、
六
橋
の
煙
水
、
鷺

の
約
・
鴎
の
盟
在
り
）
と
あ
る
。
〇
仙仙
舟舟 

舟
の
美
称
。
〇
糸糸
竹竹
管管
弦弦 

「
糸
竹
」

と
「
管
弦
」
と
同
じ
意
味
の
語
を
重
ね
た
も
の
。
琴
、
琵
琶
な
ど
の
弦
楽
器
と
笙
、

笛
な
ど
の
管
楽
器
の
総
称
。
〇
江江
山山 

川
と
山
。
山
川
。
山
水
。
ま
た
、
水
陸
の

交
わ
る
景
色
。
ち
な
み
に
、
詩
仏
の
別
号
に
は
、
「
江
山
翁
」
「
江
山
書
屋
」
な

ど
が
あ
る
。
〇
風風
月月 

風
と
月
。
清
風
と
明
月
。
自
然
の
風
景
。
ま
た
、
自
然
の

美
し
さ
を
な
が
め
て
風
流
を
楽
し
む
こ
と
。
風
雅
。 

【
大
意
】 

カ
モ
メ
と
友
に
な
り
、
サ
ギ
と
約
束
を
交
わ
す
静
か
な
生
活
を
送
り
、
そ
し
て

こ
の
よ
う
な
生
活
に
疑
問
を
抱
く
こ
と
は
な
い
。
小
舟
に
乗
り
、
思
い
の
ま
ま
に

進
む
。
楽
器
を
演
奏
す
る
優
雅
な
生
活
を
羨
む
必
要
は
な
い
。
山
々
や
川
、
風
、

月
と
い
っ
た
自
然
の
中
で
悠
々
と
し
た
暮
ら
し
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
の
だ
か

ら
。 

 

●
第
十
五
首 

（
１
５
ウ
２
行
目
～
３
行
目
） 

 
 
 

（
１
６
オ
１
行
目
～
２
行
目
） 

 
 

 

（
其
三
） 

 
 

 
 

（
其
の
三
） 

或
書
或
画
各
呈
奇 

 

或
は
書
く
或
は
画
く 

各
お
の
奇
を
呈
す 

別
有
軽
舟
載
酒
随 

 

別
に
軽
舟
の
酒
を
載
せ
て
随
ふ
有
り 

好
事
中
郎
且
休
道 

 

好
事
の
中
郎 

且
し
ば
ら

く
道
ふ
こ
と
を
休
め
よ 

当
窓
已
是
少
西
施 

 

窓
に
当
た
り 

已
に
是
れ
少
西
施
あ
り 

 

◆
七
言
絶
句
。
韻
字
は
奇
・
随
・
施
（
上
平
声
四
支
）
。 

【
語
釈
】 

〇
其其
三三 

『
詩
聖
堂
詩
集
三
編
』
（
十
巻
三
冊
、
天
保
九
年
刊
）
未
収
録
。
〇
軽軽
舟舟  
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軽
く
て
速
く
走
る
小
舟
。
李
白
の
「
早
発
白
帝
城
」
（
早つ

と

に
白
帝
城
を
発
す
）
に
、

「
両
岸
猿
声
啼
不
住
、
軽
舟
、
、
已
過
万
重
山
」
（
両
岸
の
猿
声
啼
き
て
住や

ま
ざ
る
に
、

軽
舟
、
、
已
に
過
ぐ 

万
重
の
山
）
と
あ
る
。
〇
好好
事事
中中
郎郎 

明
末
の
文
人
袁
中
郎
の

こ
と
。
彼
の
著
作
『
瓶
史
』
に
は
、
「
十
好
事
」
篇
が
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
好

事
」
は
、
中
国
歴
史
上
の
有
名
な
文
人
の
「
モ
ノ
」
を
好
む
行
為
を
指
す
。
〇
少少

西西
施施 

若
い
西
施
。
中
国
春
秋
時
代
末
期
の
越
の
国
の
美
女
。 

【
大
意
】 

目
の
前
の
景
色
を
書
に
し
た
り
、
ま
た
は
そ
の
様
子
を
絵
に
描
い
た
り
す
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
が
独
特
な
魅
力
を
持
っ
て
い
る
。
軽
快
な
小
舟
に
は
美
酒
が
積
ま
れ
、

人
々
と
と
も
に
進
ん
で
い
る
。
「
十
好
事
」
を
も
の
し
た
袁
中
郎
よ
、
し
ば
ら
く

の
間
何
も
言
わ
な
い
で
く
れ
、
窓
辺
に
は
す
で
に
若
い
西
施
が
い
る
で
は
な
い
か
。 

【
補
説
】 

本
詩
の
「
好
事
中
郎
」
に
つ
い
て
は
、
中
国
明
末
の
性
霊
派
詩
人
で
あ
る
袁
中

郎
の
『
瓶
史
』
「
十
好
事
」
の
冒
頭
部
分
を
見
て
み
よ
う
。 

 
 

嵆
康
之
鍛
也
、
武
子
之
馬
也
、
陸
羽
之
茶
也
、
米
顛
之
石
也
、
倪
雲
林
之
潔

也
、
皆
以
癖
而
寄
其
磊
塊
儁
逸
之
気
者
也
。
余
観
世
上
語
言
無
味
面
目
可
憎

之
人
、
皆
無
癖
之
人
耳
。 

（
嵆
康
の
鍛
、
武
子
の
馬
、
陸
羽
の
茶
、
米
顛
の
石
、
倪
雲
林
の
潔
、
皆
癖

を
以
て
其
の
磊
塊
・
儁
逸
の
気
を
寄
す
る
者
な
り
。
余
、
世
上
の
語
言
の
味

無
く
、
面
目
の
憎
む
べ
き
人
を
観
る
に
、
皆
癖
無
き
の
人
の
み
。
） 

魏
晋
時
代
の
嵆
康
は
、
当
時
の
政
治
に
不
満
を
持
ち
、
鍛
冶
に
陶
酔
し
て
放
縦

不
羈
の
隠
逸
生
活
を
送
っ
た
。
ま
た
、
王
済
（
六
朝
時
代
）
・
陸
羽
（
唐
代
）
・

米
芾
（
宋
代
）
・
倪
瓚
（
元
代
）
と
い
う
歴
史
上
の
名
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
馬
、
茶
、

石
、
清
潔
を
愛
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
人
物
は
、
い
ず
れ
も
様
々
な
癖
を
持
つ
各

時
代
の
畸
人
で
あ
り
、
世
間
の
規
範
に
従
わ
な
い
人
物
で
あ
っ
た
。 

こ
こ
で
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
言
葉
に
妙
味
が
な
い
人
と
面

相
が
憎
ら
し
い
人
は
、
「
癖
」
が
な
い
と
い
う
袁
中
郎
の
主
張
で
あ
る
。
こ
の
「
語

言
の
味
」
と
は
、
言
葉
の
面
白
さ
や
新
鮮
さ
な
ど
の
意
味
で
あ
り
、
性
霊
を
あ
ら

わ
に
し
た
言
葉
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
見
て
ゆ
く
と
、
袁
中
郎
は
個

性
を
尊
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

ま
た
、
市
河
寛
斎
は
『
寛
斎
百
絶
』
（
寛
政
九
年
〈
一
七
九
七
〉
刊
）
自
序
に
、 

 

予
於
七
言
小
詩
、
初
刻
意
李
済
南
、
傍
及
李
北
地
王
呉
郡
。
久
之
自
覚
千
篇

一
格
、
陳
々
無
味

、
、
、
、
、
時
欲
破
格
為
明
末
。 

（
予
、
七
言
の
小
詩
に
、
初
め
て
意
を
李
済
南
に
刻
み
、
傍
ら
李
北
地
・
王

呉
郡
に
及
ぶ
。
久
し
く
之
れ
、
自
ら
千
篇
一
格
、
陳
々
無
味

、
、
、
、
を
覚
え
、
時
に

格
を
破
り
て
明
末
為た

ら
ん
と
欲
す
。
） 

と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
言
及
さ
れ
る
李
済
南
は
李
攀
龍
、
李
北
地
は
李
夢
陽
、

王
呉
郡
は
王
世
貞
で
、
い
ず
れ
も
明
の
古
文
辞
派
の
詩
人
で
あ
る
。
ま
た
、
寛
斎

の
言
う
「
明
末
」
は
、
明
末
の
文
人
袁
中
郎
の
性
霊
詩
風
を
指
す
。
寛
斎
の
自
序

に
書
か
れ
た
「
陳
々
無
味
」
と
袁
中
郎
の
『
瓶
史
』
に
使
わ
れ
た
「
語
言
無
味
」

と
い
う
表
現
は
、
と
も
に
摸
擬
詩
風
の
根
本
的
な
問
題
を
示
し
て
い
た
（
注
４
）

。 

 

詩
仏
は
師
で
あ
る
市
河
寛
斎
の
影
響
を
受
け
て
、
袁
中
郎
の
性
霊
説
を
唱
え
て

い
る
。
ま
た
、
寛
斎
の
性
霊
詩
風
に
つ
い
て
、
詩
仏
は
『
詩
聖
堂
詩
話
』
（
寛
政

十
一
年
刊
）
に
、
「
寛
斎
先
生
作
北
里
歌
三
十
首
、
以
見
性
霊
之
詩
、
莫
不
可
言

者
」
（
寛
斎
先
生
、
北
里
歌
三
十
首
を
作
り
、
以
て
性
霊
、
、
の、
詩、
言
ふ
べ
か
ら
ざ
る

者
莫
き
を
見あ

ら

は
す
）
と
述
べ
て
い
る
。 

 

●
第
十
六
首 

（
１
６
オ
３
行
目
） 

 
 

 
 
 

 

（
１
６
ウ
１
行
目
～
３
行
目
） 
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〇
其其
五五 

『
詩
聖
堂
詩
集
三
編
』（
十
巻
三
冊
、
天
保
九
年
刊
）
巻
四
所
収
。
詩
題

は
「
泛
八
竜
湖
（
其
四
）
」
。
〇
一一
舸舸 

一
そ
う
の
大
船
。『
佩
文
韻
府
』
（
康
熙
五

十
年
〈
一
七
一
一
〉
成
）
巻
四
上
の
「
四
支
」
に
、
晩
唐
の
詩
人
杜
牧
の
詩
「
西

子
下
姑
蘇
、
一
舸
、
、
逐
鴟
夷
」（
西
子 

姑
蘇
に
下
り
、
一
舸
、
、 

鴟
夷
を
逐
ふ
）
が
引

用
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
、
大
窪
詩
仏
は
『
佩
文
韻
府
』

に
基
づ
い
て
、『
佩
文
韻
府
両
韻
便
覧
』
を
刊
行
し
た
。
後
年
、
幕
末
の
漢
詩
人
大

沼
枕
山
は
杜
牧
の
詩
を
踏
ま
え
つ
つ
、
「
飄
然
一
舸
、
、
隘
乾
坤
、
覇
越
功
高
不
復
論
。

最
好
鴟
夷
沈
美
去
、
胥
江
含
笑
弔
冤
魂
」（
飄
然
と
し
て
一
舸
、
、
乾
坤
に
隘ふ

さ

ぎ
、
覇
越

の
功
高
し 

復
た
論
ぜ
ず
。
最
も
好
し 

鴟
夷
美
に
沈お

ぼ

れ
て
去
り
、
胥
江
に
笑
を

含
み
て 

冤
魂
を
弔
ふ
）
と
い
う
七
言
絶
句
を
詠
ん
だ
。
こ
の
詩
は
、「
詠
史
絶
句

（
其
一
）
」
と
題
さ
れ
、『
枕
山
詩
鈔
二
編
』（
文
久
元
年
〈
一
八
六
一
〉
刊
）
巻
上

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
〇
銀銀
刀刀 

白
く
長
い
魚
の
た
と
え
。
詩
仏
と
同
じ
性
霊
派

の
詩
人
で
あ
る
六
如
上
人
は
、
『
六
如
庵
詩
鈔
二
編
』
（
寛
政
九
年
〈
一
七
九
七
〉

刊
）
巻
四
の
七
言
古
詩
に
、
「
魚
跳
銀
刀
、
、
似
可
拾
、
漁
歌
何
浦
遠
難
諳
」
（
魚
銀
刀
、
、

を
跳

と
び
こ

し
て 

拾
ふ
べ
き
に
似
る
、
漁
歌
何
れ
の
浦
ぞ 

遠
に
し
て
諳

そ
ら
ん

じ
難
し
）
と

あ
る
。
〇
梭梭 

機
の
道
具
。
木
ま
た
は
金
属
で
舟
形
に
つ
く
っ
た
も
の
。 

【
大
意
】 

二
つ
の
船
の
漁
師
が
網
を
広
げ
、
海
面
を
仕
切
っ
た
。
漁
師
た
ち
は
大
き
な
船

に
乗
り
、
魚
を
網
に
追
い
込
み
、
魚
が
跳
ね
て
水
し
ぶ
き
が
上
が
る
。
さ
ら
に
、

三
艘
の
漁
船
が
四
方
か
ら
急
速
に
集
ま
る
所
で
は
、
数
多
く
の
銀
白
色
の
魚
が
水

中
で
跳
ね
、
ま
る
で
梭
を
投
げ
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。 

 

●
挿
絵
③ 

（
１
７
ウ
）
と
（
１
８
オ
） 

 

 

【
補
説
】 

 

右
の
図
Ａ
は
、
『
二
島
遊
草
』
に
収
録
さ
れ
た
菅
井
梅
関
が
作
っ
た
挿
絵
で
あ

る
。
こ
こ
で
、
次
の
図
Ｂ
を
見
て
い
こ
う
。 

  

※
題
字 

雄
鹿
島
貂
岬 

辛
卯
復
月
上
浣 

於
茶
香
書
屋 

梅
関
岳 

菅
義
（
印
） 

図図ＡＡ 

図図ＢＢ 

 
 

 
 

（
１
７
オ
１
行
目
） 

 

 

（
其
四
） 

 
 
 
 

（
其
の
四
） 

晩
向
海
門
観
打
魚 

 

晩
に
海
門
に
向
か
ひ
て 
打
魚
を
観
る 

西
風
纔
起
是
波
時初 

 

西
風
纔わ

ず

か
に
起た

つ 

是
の
波
の
時 

四
山
金
碧
斜
陽
裏 

 

四
山
の
金
碧 

斜
陽
の
裏 

万
頃
玻
瓈
秋
雨
余 

 

万
頃
の
玻
瓈 

秋
雨
の
余
り 

 

◆
七
言
絶
句
。
韻
字
は
魚
・
余
（
上
平
声
六
魚
）
。 

【
語
釈
】 

〇
其其
四四 

『
詩
聖
堂
詩
集
三
編
』（
十
巻
三
冊
、
天
保
九
年
刊
）
巻
四
所
収
。
詩
題

は
「
泛
八
竜
湖
（
其
三
）
」
。
〇
晩晩
向向 

日
の
暮
れ
る
頃
。
夕
方
。
〇
海海
門門 
陸
地

に
は
さ
ま
れ
て
海
が
せ
ま
く
な
っ
て
い
る
所
。
海
峡
。
ま
た
、
港
湾
の
出
入
り
口
。

〇
打打
魚魚 

網
を
投
げ
て
魚
を
と
る
こ
と
。
〇
西西
風風 

西
方
か
ら
吹
く
風
。
ま
た
、

特
に
西
か
ら
吹
く
秋
の
風
。
〇
時時 

こ
こ
で
押
韻
し
て
い
な
い
の
は
不
審
。
「
時
」

の
右
側
の
「
初
」
は
候
補
案
、
左
の
点
は
ミ
セ
ケ
チ
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
本

文
は
「
初
」
と
な
り
、
韻
字
と
し
て
正
し
い
。
ま
た
、『
詩
聖
堂
詩
集
三
編
』
で
は

「
時
」
を
「
初
」
に
改
め
て
い
る
。
〇
四四
山山 

四
方
の
山
々
。
詩
仏
の
師
で
あ
る

市
河
寛
斎
の
詩
集
『
寛
斎
先
生
遺
稿
』（
文
政
四
年
刊
）
巻
二
の
七
言
古
詩
「
客
中

記
事
」
に
、
「
簷
頭
梅
花
春
未
放
、
四
山
、
、
積
雪
半
已
融
」
（
簷
頭
の
梅
花 

春
未
だ

放
た
ず
、
四
山
、
、
の
積
雪 

半
ば
已
に
融
す
）
と
あ
る
。
〇
金金
碧碧 

金
色
の
太
陽
の

光
と
青
緑
色
の
山
の
様
子
。
〇
斜斜
陽陽 

西
に
傾
い
た
太
陽
。
ま
た
、
そ
の
光
。
〇

万万
頃頃 

第
十
首
を
参
照
。
〇
玻玻
瓈瓈 

梵
語
の
音
訳
、
水
晶
と
意
訳
す
る
。
ま
た
、

ガ
ラ
ス
の
異
称
。
こ
こ
で
は
、
海
面
を
指
す
。
〇
秋秋
雨雨 

秋
に
降
る
長
雨
。 

【
大
意
】 

夕
方
、
港
湾
の
出
入
口
で
漁
師
た
ち
が
魚
を
捕
る
様
子
を
見
る
。
西
風
が
そ
よ

そ
よ
と
吹
き
始
め
、
波
が
次
第
に
立
ち
始
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
太
陽
が
西
に
沈

ん
で
ゆ
く
と
、
青
々
と
し
た
四
方
の
山
々
が
夕
陽
の
金
色
の
余
光
で
輝
い
て
い
る
。

秋
雨
が
降
る
中
で
、
ガ
ラ
ス
の
よ
う
に
透
き
通
っ
た
海
面
が
広
が
っ
て
い
る
。 

 

●
第
十
七
首 

（
１
７
オ
２
行
目
～
３
行
目
） 

 
 
 

（
１
８
ウ
１
行
目
～
３
行
目
） 

 
 

 
（
其
五
） 

 
 

 
 

（
其
の
五
） 

二
舟
下
網
截
江
遮 

 

二
舟
網
を
下
ろ
し
て 

江
を
截た

ち
て
遮
る 

一
舸
駆
魚
噪
打
波 

 

一
舸
魚
を
駆
け
て 

噪
波
を
打
つ 

三
艘
次
第
合
来
処 

 

三
艘
次
第
に
合
は
せ
来
た
る
処 

千
百
銀
刀
似
擲
梭 

 

千
百
の
銀
刀 

梭
を
擲

な
げ
う

つ
が
似ご

と

し 

 

◆
七
言
絶
句
。
韻
字
は
波
・
梭
（
下
平
声
五
歌
、
踏
落
し
）
。 
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〇
其其
五五 

『
詩
聖
堂
詩
集
三
編
』（
十
巻
三
冊
、
天
保
九
年
刊
）
巻
四
所
収
。
詩
題

は
「
泛
八
竜
湖
（
其
四
）
」
。
〇
一一
舸舸 

一
そ
う
の
大
船
。『
佩
文
韻
府
』
（
康
熙
五

十
年
〈
一
七
一
一
〉
成
）
巻
四
上
の
「
四
支
」
に
、
晩
唐
の
詩
人
杜
牧
の
詩
「
西

子
下
姑
蘇
、
一
舸
、
、
逐
鴟
夷
」（
西
子 

姑
蘇
に
下
り
、
一
舸
、
、 

鴟
夷
を
逐
ふ
）
が
引

用
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
、
大
窪
詩
仏
は
『
佩
文
韻
府
』

に
基
づ
い
て
、『
佩
文
韻
府
両
韻
便
覧
』
を
刊
行
し
た
。
後
年
、
幕
末
の
漢
詩
人
大

沼
枕
山
は
杜
牧
の
詩
を
踏
ま
え
つ
つ
、
「
飄
然
一
舸
、
、
隘
乾
坤
、
覇
越
功
高
不
復
論
。

最
好
鴟
夷
沈
美
去
、
胥
江
含
笑
弔
冤
魂
」（
飄
然
と
し
て
一
舸
、
、
乾
坤
に
隘ふ

さ

ぎ
、
覇
越

の
功
高
し 

復
た
論
ぜ
ず
。
最
も
好
し 
鴟
夷
美
に
沈お

ぼ

れ
て
去
り
、
胥
江
に
笑
を

含
み
て 

冤
魂
を
弔
ふ
）
と
い
う
七
言
絶
句
を
詠
ん
だ
。
こ
の
詩
は
、「
詠
史
絶
句

（
其
一
）
」
と
題
さ
れ
、『
枕
山
詩
鈔
二
編
』（
文
久
元
年
〈
一
八
六
一
〉
刊
）
巻
上

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
〇
銀銀
刀刀 

白
く
長
い
魚
の
た
と
え
。
詩
仏
と
同
じ
性
霊
派

の
詩
人
で
あ
る
六
如
上
人
は
、
『
六
如
庵
詩
鈔
二
編
』
（
寛
政
九
年
〈
一
七
九
七
〉

刊
）
巻
四
の
七
言
古
詩
に
、
「
魚
跳
銀
刀
、
、
似
可
拾
、
漁
歌
何
浦
遠
難
諳
」
（
魚
銀
刀
、
、

を
跳

と
び
こ

し
て 

拾
ふ
べ
き
に
似
る
、
漁
歌
何
れ
の
浦
ぞ 

遠
に
し
て
諳

そ
ら
ん

じ
難
し
）
と

あ
る
。
〇
梭梭 

機
の
道
具
。
木
ま
た
は
金
属
で
舟
形
に
つ
く
っ
た
も
の
。 

【
大
意
】 

二
つ
の
船
の
漁
師
が
網
を
広
げ
、
海
面
を
仕
切
っ
た
。
漁
師
た
ち
は
大
き
な
船

に
乗
り
、
魚
を
網
に
追
い
込
み
、
魚
が
跳
ね
て
水
し
ぶ
き
が
上
が
る
。
さ
ら
に
、

三
艘
の
漁
船
が
四
方
か
ら
急
速
に
集
ま
る
所
で
は
、
数
多
く
の
銀
白
色
の
魚
が
水

中
で
跳
ね
、
ま
る
で
梭
を
投
げ
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。 

 

●
挿
絵
③ 

（
１
７
ウ
）
と
（
１
８
オ
） 

 

 

【
補
説
】 

 

右
の
図
Ａ
は
、
『
二
島
遊
草
』
に
収
録
さ
れ
た
菅
井
梅
関
が
作
っ
た
挿
絵
で
あ

る
。
こ
こ
で
、
次
の
図
Ｂ
を
見
て
い
こ
う
。 

  

※
題
字 

雄
鹿
島
貂
岬 

辛
卯
復
月
上
浣 

於
茶
香
書
屋 

梅
関
岳 

菅
義
（
印
） 

図図ＡＡ 

図図ＢＢ 
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（
『
談
苑
』
に
、
「
松
江
の
鱸
魚
、
長
橋
の
南
に
出
づ
る
所
の
者
四
腮
、
天

生
の
膾
材
な
り
、
味
美
く
肉
緊
る
」
と
。
『
隋
唐
佳
話
』
に
、
「
呉
郡
、
松

江
の
鱸
魚
を
献
ず
。
煬
帝
、
『
金、
虀、
玉
膾
、
、
、
東
南
の
佳
味
な
り
』
と
曰
ふ
」

と
。
南
人
の
鱸
膾
は
細
縷
を
以
て
、
金
橙
之
に
伴
ひ
、
金
虀
玉
膾
と
号
す
。
） 

と
書
い
て
い
る
。
こ
こ
の
「
金
虀
玉
膾
」
は
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
頃
に
成

立
し
た
柏
木
如
亭
の
漢
詩
文
集
『
詩
本
草
』
（
文
政
五
年
刊
）
に
も
見
え
る
。
『
詩

本
草
』
の
第
三
〇
条
は
「
鱸
魚
」
を
題
と
し
、
二
首
の
鱸
魚
を
詠
ん
だ
七
言
絶
句

を
収
め
て
い
る
。
そ
の
中
の
一
首
の
後
半
に
は
「
金
虀
玉
膾

、
、
、
、
玻
瓈
月
、
併
供
中
秋

一
夜
游
」
（
金、
虀、
玉
膾
、
、 

玻
瓈
の
月
、
併
せ
て
中
秋
一
夜
の
游
に
供
す
）
と
あ
る
。 

 

●
跋
文
① 

 
 
 
 

 

（
２
０
オ
） 

 

松
島
無
詩
久
之
。
天
下
有
多
少
騒
人
、
而
年
々
麕
至
、
蝟
聚
四
時
不
絶
。
亦
其

咏
其
吟
、
吾
未
見
一
之
報
其
勝
概
也
。
詩
仏
先
生
之
此
役
也
。
一
言
以
断
之
曰
、

「
松
島
古
来
無
一
詩
」
。
可
謂
的
無
其
詩
刻
成
。
吾
独
言
曰
、
「
松
島
之
景
天
下

無
不
称
、
先
生
之
名
天
下
無
不
知
。
有
此
景
而
有
此
詩
、
吾
極
知
山
水
之
神
」
。

今
為
之
始
開
其
眉
也
。
侍
童
忽
謂
余
曰
、
「
豈
啻
山
水
之
神
、
開
其
眉
。
天
下
好

文
之
士
亦
復
解
其
願
」
。
余
復
曰
、
「
我
言
不
尽
、
請
以
誨
語
補
之
」
。
是
為
跋
。

辛
卯
十
一
月
十
七
日
常
陸
逸
士
宮
本
鉉
識
。
／
仙
台 

山
岸
玉
振
書
。 

（
松
島
は
詩
無
き
こ
と
之
を
久
し
う
す
。
天
下
に
多
少
の
騒
人
有
り
て
、
年
々
麕き

ん

至し

し
、
蝟い

聚
し
ゅ
う

し
て
四
時
に
絶
へ
ず
。
亦
た
其
の
咏
・
其
の
吟
に
、
吾
未
だ
一
の
其

の
勝
概
に
報
ゆ
る
を
見
ざ
る
な
り
。
詩
仏
先
生
の
此
の
役
や
、
一
言
に
し
て
以
て

之
を
断
じ
て
曰
く
、
「
松
島 

古
来
一
詩
無
し
」
と
。
的
か
に
其
の
詩
の
刻
成
無

し
と
謂
ふ
べ
し
。
吾
独
り
言
ひ
て
曰
く
、
「
松
島
の
景
は
天
下
称
せ
ざ
る
こ
と
無

し
、
先
生
の
名
は
天
下
知
ら
ざ
る
こ
と
無
し
。
此
の
景
有
り
て
此
の
詩
有
り
、
吾

極
て
山
水
の
神
を
知
る
」
と
。
今
之
れ
の
為
め
に
始
め
て
其
の
眉
を
開
く
な
り
。

侍
童
忽
ち
余
に
謂
ひ
て
曰
く
、
「
豈
に
啻
に
山
水
の
神
、
其
の
眉
を
開
く
の
み
な

ら
ん
。
天
下
の
好
文
の
士
も
亦
た
復

ふ
た
た

び
其
の
願
を
解
く
」
と
。
余
復
た
曰
く
、
「
我

が
言
尽
き
ず
、
請
ふ
誨
語
を
以
て
之
を
補
は
ん
」
と
。
是
れ
を
跋
と
為
す
。
辛
卯

十
一
月
十
七
日
常
陸
逸
士
宮
本
鉉
識
す
。
／
仙
台 

山
岸
玉
振
書
す
。
） 

 

●
跋
文
② 

（
２
０
ウ
） 

 

家
君
常
謂
、
「
凡
遇
難
遇
之
景
、
言
難
言
之
景
、
非
倣
誠
斎
体
不
能
尽
為
」
。

 
図
Ｂ
は
、
近
世
後
期
の
国
学
者
・
旅
行
家
で
あ
る
菅
江
真
澄
の
『
牡
鹿
の
嶋
風
』

（
文
化
七
年
成
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
挿
絵
（
注
５
）

。
図
Ａ
は
陰
刻
の
絵
で
あ
る
が
、

そ
の
構
図
は
図
Ｂ
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
菅
井
梅
関
は
雄
鹿
島
の

絵
を
描
く
際
に
、
真
澄
の
絵
を
そ
の
ま
ま
写
し
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

●
第
十
八
首 

（
１
９
オ
１
行
目
～
３
行
目
） 

 
 

（
１
９
ウ
１
行
目
～
３
行
目
） 

 
 

 

（
其
六
） 

 
 
 
 

（
其
の
六
） 

発
硎
快
刃
水
光
清 

 

硎
を
発
す
る
快
刃 

水
光
清
し 

出
網
鮮
鱗
雪
色
明 

 

網
を
出
づ
る
鮮
鱗 

雪
色
明
か
し 

斫
作
膾
林
汲
潮
洗 

 

斫き

り
て
膾
林
を
作
り 

潮
を
汲
み
て
洗
ふ 

金
虀
不
用
倩
香
橙 

 

金
虀 

香
橙
を
倩や

と

ふ
を
用
ひ
ず 

 
 
 

八
郎
湖
中
作 

 
 
 

八
郎
湖
の
中
に
作
る 

 
 
 
 

 

江
山
翁
行 
 

江
山
翁
（
印
） 

 

◆
七
言
絶
句
。
韻
字
は
清
・
明
・
橙
（
下
平
声
八
庚
）
。 

【
語
釈
】 

〇
其其
六六 

『
詩
聖
堂
詩
集
三
編
』（
十
巻
三
冊
、
天
保
九
年
刊
）
巻
四
所
収
。
詩
題

は
「
泛
八
竜
湖
（
其
六
）
」
。
〇
硎硎 

刀
な
ど
を
研
ぐ
石
。
砥
石
。
〇
水水
光光 

水
の

ひ
か
り
。
水
面
に
太
陽
や
月
の
光
が
反
射
し
て
き
ら
き
ら
と
輝
く
光
を
い
う
。
〇

鮮鮮
鱗鱗  

新
鮮
な
魚
。
鮮
魚
。
「
鱗
」
は
魚
の
意
。
〇
雪雪
色色 

雪
の
色
。
雪
の
よ
う
に

白
い
色
。
〇
膾膾
林林 

多
く
の
魚
介
の
生
肉
を
細
か
く
切
っ
た
も
の
。
〇
金金
虀虀 

美

味
な
あ
え
も
の
。
〇
倩倩 

借
り
て
用
い
る
。
利
用
す
る
。
〇
香香
橙橙 

植
物
「
く
ね

ん
ぼ
」
の
異
名
。 

【
大
意
】 

砥
石
で
鋭
く
研
が
れ
た
刃
物
は
、
水
面
の
ひ
か
り
の
よ
う
に
清
ら
か
だ
。
網
か

ら
取
り
出
し
た
鮮
魚
は
雪
の
よ
う
に
白
く
輝
い
て
い
る
。
魚
を
斬
っ
て
刺
身
と
し
、

潮
水
を
汲
ん
で
洗
う
。
こ
の
美
味
し
い
食
べ
物
は
、
ク
ネ
ン
ボ
の
香
り
を
加
え
る

ま
で
も
な
く
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。 

【
補
説
】 

 

本
詩
の
後
半
二
句
に
使
わ
れ
て
い
る
「
膾
」
や
、
「
金
虀
」
、
「
香
橙
」
と
い

う
詩
語
は
、
中
国
南
宋
の
詩
人
范
石
湖
の
詩
集
『
四
時
田
園
雑
興
』
の
「
右
秋
日

田
園
雑
興
十
二
絶 

其
十
一
」
に
も
見
ら
れ
る
。
范
石
湖
の
詩
は
以
下
の
と
お
り
。 

細
擣
橙、
虀、
買
膾
魚
、
、 

 

細
か
に
橙、
虀、
を
擣
き
て 

膾
魚
、
、
を
買
ふ 

西
風
吹
上
四
腮
鱸 

 

西
風 

四
腮
の
鱸
を
吹
き
上
す 

雪
鬆
酥
膩
千
糸
縷 

 

雪
鬆
酥
膩 

千
の
糸
縷 

除
却
松
江
到
処
無 

 

松
江
を
除
却
す
れ
ば 

到
る
処
無
し 

 

こ
の
詩
は
、
大
窪
詩
仏
・
山
本
緑
陰
編
『
宋
三
大
家
絶
句
』
（
享
和
三
年
序
刊
）

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
文
化
九
年
、
詩
仏
と
親
交
が
あ
っ
た
佐
羽
淡
斎
は
、

『
宋
三
大
家
絶
句
』
の
注
釈
書
『
宋
三
大
家
絶
句
箋
解
』
を
刊
行
し
た
。
そ
こ
に

は
、
右
の
范
石
湖
の
詩
に
関
す
る
注
釈
が
あ
る
。
「
金
虀
」
や
「
香
橙
」
な
ど
の

語
釈
に
つ
い
て
、
淡
斎
は
、
漢
籍
を
引
き
な
が
ら
、 

 
 

『
談
苑
』
、
松
江
鱸
魚
、
長
橋
南
所
出
者
四
腮
、
天
生
膾
材
也
、
味
美
肉
緊
。

『
隋
唐
佳
話
』
、
呉
郡
献
松
江
鱸
魚
。
煬
帝
曰
、
金
虀
玉
膾

、
、
、
、
、
東
南
佳
味
。

南
人
鱸
膾
以
細
縷
、
金
橙
伴
之
、
号
金
虀
玉
膾
。 

－24－



（
『
談
苑
』
に
、
「
松
江
の
鱸
魚
、
長
橋
の
南
に
出
づ
る
所
の
者
四
腮
、
天

生
の
膾
材
な
り
、
味
美
く
肉
緊
る
」
と
。
『
隋
唐
佳
話
』
に
、
「
呉
郡
、
松

江
の
鱸
魚
を
献
ず
。
煬
帝
、
『
金、
虀、
玉
膾
、
、
、
東
南
の
佳
味
な
り
』
と
曰
ふ
」

と
。
南
人
の
鱸
膾
は
細
縷
を
以
て
、
金
橙
之
に
伴
ひ
、
金
虀
玉
膾
と
号
す
。
） 

と
書
い
て
い
る
。
こ
こ
の
「
金
虀
玉
膾
」
は
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
頃
に
成

立
し
た
柏
木
如
亭
の
漢
詩
文
集
『
詩
本
草
』
（
文
政
五
年
刊
）
に
も
見
え
る
。
『
詩

本
草
』
の
第
三
〇
条
は
「
鱸
魚
」
を
題
と
し
、
二
首
の
鱸
魚
を
詠
ん
だ
七
言
絶
句

を
収
め
て
い
る
。
そ
の
中
の
一
首
の
後
半
に
は
「
金
虀
玉
膾

、
、
、
、
玻
瓈
月
、
併
供
中
秋

一
夜
游
」
（
金、
虀、
玉
膾
、
、 

玻
瓈
の
月
、
併
せ
て
中
秋
一
夜
の
游
に
供
す
）
と
あ
る
。 

 

●
跋
文
① 

 
 
 
 

 

（
２
０
オ
） 

 

松
島
無
詩
久
之
。
天
下
有
多
少
騒
人
、
而
年
々
麕
至
、
蝟
聚
四
時
不
絶
。
亦
其

咏
其
吟
、
吾
未
見
一
之
報
其
勝
概
也
。
詩
仏
先
生
之
此
役
也
。
一
言
以
断
之
曰
、

「
松
島
古
来
無
一
詩
」
。
可
謂
的
無
其
詩
刻
成
。
吾
独
言
曰
、
「
松
島
之
景
天
下

無
不
称
、
先
生
之
名
天
下
無
不
知
。
有
此
景
而
有
此
詩
、
吾
極
知
山
水
之
神
」
。

今
為
之
始
開
其
眉
也
。
侍
童
忽
謂
余
曰
、
「
豈
啻
山
水
之
神
、
開
其
眉
。
天
下
好

文
之
士
亦
復
解
其
願
」
。
余
復
曰
、
「
我
言
不
尽
、
請
以
誨
語
補
之
」
。
是
為
跋
。

辛
卯
十
一
月
十
七
日
常
陸
逸
士
宮
本
鉉
識
。
／
仙
台 

山
岸
玉
振
書
。 

（
松
島
は
詩
無
き
こ
と
之
を
久
し
う
す
。
天
下
に
多
少
の
騒
人
有
り
て
、
年
々
麕き

ん

至し

し
、
蝟い

聚
し
ゅ
う

し
て
四
時
に
絶
へ
ず
。
亦
た
其
の
咏
・
其
の
吟
に
、
吾
未
だ
一
の
其

の
勝
概
に
報
ゆ
る
を
見
ざ
る
な
り
。
詩
仏
先
生
の
此
の
役
や
、
一
言
に
し
て
以
て

之
を
断
じ
て
曰
く
、
「
松
島 

古
来
一
詩
無
し
」
と
。
的
か
に
其
の
詩
の
刻
成
無

し
と
謂
ふ
べ
し
。
吾
独
り
言
ひ
て
曰
く
、
「
松
島
の
景
は
天
下
称
せ
ざ
る
こ
と
無

し
、
先
生
の
名
は
天
下
知
ら
ざ
る
こ
と
無
し
。
此
の
景
有
り
て
此
の
詩
有
り
、
吾

極
て
山
水
の
神
を
知
る
」
と
。
今
之
れ
の
為
め
に
始
め
て
其
の
眉
を
開
く
な
り
。

侍
童
忽
ち
余
に
謂
ひ
て
曰
く
、
「
豈
に
啻
に
山
水
の
神
、
其
の
眉
を
開
く
の
み
な

ら
ん
。
天
下
の
好
文
の
士
も
亦
た
復

ふ
た
た

び
其
の
願
を
解
く
」
と
。
余
復
た
曰
く
、
「
我

が
言
尽
き
ず
、
請
ふ
誨
語
を
以
て
之
を
補
は
ん
」
と
。
是
れ
を
跋
と
為
す
。
辛
卯

十
一
月
十
七
日
常
陸
逸
士
宮
本
鉉
識
す
。
／
仙
台 

山
岸
玉
振
書
す
。
） 

 

●
跋
文
② 

（
２
０
ウ
） 

 

家
君
常
謂
、
「
凡
遇
難
遇
之
景
、
言
難
言
之
景
、
非
倣
誠
斎
体
不
能
尽
為
」
。

－25－



●
刊
記 

 

   
 
 
 

 

注注 
 

（
１
）
吉
田
友
好
編
「
仙
台
金
石
志
」
巻
三
（
『
仙
台
叢
書
』
第
十
三
巻
、
仙
台
叢
書
刊
行
会
、

一
九
二
七
年
）
九
五
頁
。 

（
２
）
拙
稿
「
大
窪
詩
仏
『
二
島
遊
草
』―

解
題
、
翻
刻
と
注
釈
（
上
）―

」
（
『
文
献
探

究
』
第
六
一
号
、
二
〇
二
三
年
三
月
、
三
〇
頁
）
に
、
「
天
保
二
年
五
月
に
詩
仏
は
秋
田

に
い
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
『
詩
聖
堂
詩
集
三
編
』
巻
四
に
収
め
ら
れ
て
い
る
一
連

の
紀
行
詩
の
創
作
年
次
に
よ
れ
ば
、
天
保
二
年
五
月
に
詩
仏
が
秋
田
に
向
か
っ
て
江
戸
か

ら
出
発
し
た
と
す
る
の
が
正
し
い
。
こ
こ
に
記
し
て
訂
正
し
て
お
き
た
い
。 

（
３
）
『
秋
田
人
名
大
事
典
』
（
秋
田
魁
新
報
社
編
、
秋
田
魁
新
報
社
、
一
九
七
四
年
）
八
六
頁
。 

（
４
）
以
上
の
考
察
は
、
拙
稿
「
市
河
寛
斎
の
詠
物
組
詩
〈
傲
具
詩
〉
考―

〈
玩
物
〉
と
性
霊

説
と
の
関
わ
り―

」
（
『
語
文
研
究
』
第
一
三
三
号
、
二
〇
二
二
六
月
）
の
一
部
と
重

複
す
る
も
の
で
あ
る
。 

（
５
）
『
秋
田
叢
書
別
集 

菅
江
真
澄
集
』
第
一
巻
（
秋
田
叢
書
刊
行
会
、
一
九
三
〇
年
）
三
六

八
頁
。 

 

※
『
二
島
遊
草
』
の
語
釈
（
上
・
下
）
は
、
主
に
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
や
、
『
国

史
大
辞
典
』
、
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』
な
ど
を
引
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ

る
。
本
稿
で
は
、
翻
字
・
引
用
に
際
し
て
、
旧
字
体
や
異
体
字
を
新
字
体
に
改

め
た
。
ま
た
、
傍
点
や
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。 

 

付付
記記  

翻
刻
掲
載
の
許
可
を
下
さ
っ
た
国
文
学
研
究
資
料
館
、
第
十
一
首
漢
詩
の

翻
字
と
訓
読
に
つ
い
て
御
批
正
を
賜
り
ま
し
た
高
橋
昌
彦
先
生
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
研
究
は
、JS

T

次
世
代
研
究
者
挑
戦
的
研
究
プ
ロ
グ

ラ
ムJ

P
M
J
S
P
2
1
3
6

の
支
援
を
受
け
た
も
の
で
す
。 

 

（
お
う 

じ
き
ょ
う
・
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
） 

京
都       

寺
町
通
松
原

勝
村
治
右
衛
門 

大
阪  

心
斎
橋
筋
安
堂
寺
町

秋
田
屋
太
右
衛
門 

江
戸     

日
本
橋
通
一
町
目

須
原
屋
茂
兵
衛 

同 
         

同 

四
町
目

須
原
屋
佐
助 

仙
台 

    

国
分
町
十
九
軒

西
村
治
右
衛
門 

今
茲
辛
卯
冬
、
家
君
臥
病
仙
台
、
有
使
告
急
。
謙
、
星
夜
馳
到
、
則
病
已
減
七
分

矣
。
因
窺
閑
、
探
松
島
之
勝
。
帰
則
此
帖
亦
告
成
矣
。
松
島
之
景
、
予
所
欲
言
、

家
君
已
尽
之
。
或
疑
其
詩
之
奇
険
、
蓋
不
知
詩
者
也
。
八
郎
湖
雄
鹿
之
一
勝
、
予

未
到
其
地
。
而
以
松
島
徴
之
、
則
真
景
可
想
而
已
。
冬
至
後
三
日
、
児
謙
書
於
仙

台
客
舎
。 

（
家
君
常
に
謂
く
、
「
凡
そ
遇
ひ
が
た
き
の
景
に
遇
ひ
、
言
ひ
が
た
き
の
景
を

言
は
ば
、
誠
斎
体
に
倣
ふ
に
非
ざ
れ
ば
尽
し
為
す
こ
と
能
は
ず
」
と
。
今こ

ん

茲じ

辛
卯

の
冬
、
家
君
病
ひ
に
仙
台
に
臥
し
、
使
有
り
て
急
を
告
ぐ
。
謙
、
星
夜
に
馳
せ
到

れ
ば
、
則
ち
病
ひ
已
に
七
分
を
減
ら
せ
り
。
因
り
て
閑
を
窺
ひ
、
松
島
の
勝
を
探

る
。
帰
る
と
き
は
則
ち
此
の
帖
も
亦
た
告
成
せ
り
。
松
島
の
景
、
予
の
言
は
ん
と

欲
す
る
所
、
家
君
已
に
之
を
尽
く
す
。
或
は
其
の
詩
の
奇
険
を
疑
ふ
は
、
蓋
し
詩

を
知
ら
ざ
る
者
な
り
。
八
郎
湖
雄
鹿
の
一
勝
、
予
未
だ
其
の
地
に
到
ら
ず
。
而
し

て
松
島
を
以
て
之
を
徴
す
れ
ば
、
則
ち
真
の
景
を
想
ふ
べ
き
の
み
。
冬
至
の
後
三

日
、
児
謙
仙
台
の
客
舎
に
書
す
。
） 

 

●
跋
文
③ 

 
 
 
 

 

（
２
１
オ
） 

 

勝
地
得
名
士
、
而
其
奇
益
顕
。
名
士
亦
得
勝
地
、
而
其
才
愈
奇
。
此
二
者
可
不

相
待
、
而
成
其
奇
哉
。
今
開
此
帖
、
松
島
・
塩
竈
、
及
我
雄
鹿
郎
湖
之
奇
景
、
驀

然
現
於
几
席
之
間
、
審
於
飽
聞
飽
見
也
。
可
不
謂
名
士
勝
地
之
奇
遇
哉
。
然
其
詩

亦
極
奇
険
之
変
、
而
不
能
免
眼
小
如
豆
之
士
之
笑
罵
。
所
謂
不
笑
、
則
不
足
以
為

道
也
者
歟
。
天
保
辛
卯
南
至
後
三
日
、
秋
田
錦
江
石
井
驥
、
書
於
仙
台
逆
旅
。 

龍

湖
（
印
） 

（
勝
地
は
名
士
を
得
て
、
其
の
奇
益
々
顕
ら
か
な
り
。
名
士
も
亦
た
勝
地
を
得

て
、
其
の
才
愈
々
奇
な
り
。
此
の
二
者
相
待
た
ず
し
て
、
其
の
奇
と
成
る
こ
と
可

な
ら
ん
や
。
今
此
の
帖
を
開
け
ば
、
松
島
・
塩
竈
、
及
び
我
が
雄
鹿
郎
湖
の
奇
景
、

驀
然
と
し
て
几
席
の
間
に
現
れ
、
飽
聞
飽
見
を
審
ら
か
に
す
。
名
士
勝
地
の
奇
遇

と
謂
は
ざ
る
べ
け
ん
や
。
然
れ
ど
も
其
の
詩
も
亦
た
極
め
て
奇
険
の
変
、
而
し
て

眼
の
小
さ
き
こ
と
豆
の
如
き
の
士
の
笑
罵
を
免
る
る
こ
と
能
は
ず
。
所
謂
笑
は
ざ

れ
ば
、
則
ち
以
て
道
ふ
と
為
す
に
足
ら
ざ
る
も
の
か
。
天
保
辛
卯
南
至
の
後
三
日
、

秋
田
の
錦
江
石
井
驥
、
仙
台
の
逆
旅
に
書
す
。 

龍
湖
（
印
）
） 

 

●
巻
末
の
広
告 

（
２
１
ウ
） 

 

 

東
坡
詩
鈔
朝
川
善
庵
先
生
校
訂 

   

全
四
冊 

山
谷
詩
鈔 

 
 
 
 

 
    

近
刻 

清
七
家
絶
句
天
民
先
生
序 

 
 
 

既
刻 

陸
放
翁
詩
鈔
箋
解
天
民
先
生
編
集 

 

近
刻 

天
民
先
生

南
山
先
生

二
老
帖 

 
 
 
 

 
 

近
刻 

清
新
詩
題

詩
仏

菊
厓

両
先
生
同
編 

  

寸
珍
本 

全
二
冊 
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●
刊
記 

 

   
 
 
 

 

注注 
 

（
１
）
吉
田
友
好
編
「
仙
台
金
石
志
」
巻
三
（
『
仙
台
叢
書
』
第
十
三
巻
、
仙
台
叢
書
刊
行
会
、

一
九
二
七
年
）
九
五
頁
。 

（
２
）
拙
稿
「
大
窪
詩
仏
『
二
島
遊
草
』―

解
題
、
翻
刻
と
注
釈
（
上
）―
」
（
『
文
献
探

究
』
第
六
一
号
、
二
〇
二
三
年
三
月
、
三
〇
頁
）
に
、
「
天
保
二
年
五
月
に
詩
仏
は
秋
田

に
い
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
『
詩
聖
堂
詩
集
三
編
』
巻
四
に
収
め
ら
れ
て
い
る
一
連

の
紀
行
詩
の
創
作
年
次
に
よ
れ
ば
、
天
保
二
年
五
月
に
詩
仏
が
秋
田
に
向
か
っ
て
江
戸
か

ら
出
発
し
た
と
す
る
の
が
正
し
い
。
こ
こ
に
記
し
て
訂
正
し
て
お
き
た
い
。 

（
３
）
『
秋
田
人
名
大
事
典
』
（
秋
田
魁
新
報
社
編
、
秋
田
魁
新
報
社
、
一
九
七
四
年
）
八
六
頁
。 

（
４
）
以
上
の
考
察
は
、
拙
稿
「
市
河
寛
斎
の
詠
物
組
詩
〈
傲
具
詩
〉
考―

〈
玩
物
〉
と
性
霊

説
と
の
関
わ
り―

」
（
『
語
文
研
究
』
第
一
三
三
号
、
二
〇
二
二
六
月
）
の
一
部
と
重

複
す
る
も
の
で
あ
る
。 

（
５
）
『
秋
田
叢
書
別
集 

菅
江
真
澄
集
』
第
一
巻
（
秋
田
叢
書
刊
行
会
、
一
九
三
〇
年
）
三
六

八
頁
。 

 

※
『
二
島
遊
草
』
の
語
釈
（
上
・
下
）
は
、
主
に
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
や
、
『
国

史
大
辞
典
』
、
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』
な
ど
を
引
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ

る
。
本
稿
で
は
、
翻
字
・
引
用
に
際
し
て
、
旧
字
体
や
異
体
字
を
新
字
体
に
改

め
た
。
ま
た
、
傍
点
や
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。 

 

付付
記記  

翻
刻
掲
載
の
許
可
を
下
さ
っ
た
国
文
学
研
究
資
料
館
、
第
十
一
首
漢
詩
の

翻
字
と
訓
読
に
つ
い
て
御
批
正
を
賜
り
ま
し
た
高
橋
昌
彦
先
生
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
研
究
は
、JS

T

次
世
代
研
究
者
挑
戦
的
研
究
プ
ロ
グ

ラ
ムJ

P
M
J
S
P
2
1
3
6

の
支
援
を
受
け
た
も
の
で
す
。 

 

（
お
う 

じ
き
ょ
う
・
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
） 

京
都       

寺
町
通
松
原

勝
村
治
右
衛
門 

大
阪  

心
斎
橋
筋
安
堂
寺
町

秋
田
屋
太
右
衛
門 

江
戸     

日
本
橋
通
一
町
目

須
原
屋
茂
兵
衛 

同 
         

同 

四
町
目

須
原
屋
佐
助 

仙
台 

    

国
分
町
十
九
軒

西
村
治
右
衛
門 
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